
１１「かけ算のひっ算 （全１１時間）３年生１．単元名 [１] 」
２．単元の目標
〔 関心・態度 〕
・桁数がふえても、乗法九九を用いれば計算できると考え、２，３位数の乗法の計算の理解に意欲をもつ。
〔数学的な考え方〕

、・１つ分の大きさ×いくつ分＝全体の大きさ という乗法のことばの式や数直線などの図の表し方を理解し
それらを用いて問題を解決することができる。
〔 表現・処理 〕
・２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算原理や方法を理解し、筆算で計算することができる。
〔 知識・理解 〕
・何十や何百に１位数をかける乗法の計算原理や方法を理解し、計算することができる。
３．単元指導計画
小 子どものつまずきに応じた
単 時 ねらい 主な学習活動 評価規準
元 主な指導・援助

２０×４の計 どんどんコース じっくりコース 知識・理解 つまずきの様相
算の原理を考
える活動を通 １まい２０円の工作用紙を４まい買います。 何十×１位数、何 ・代金が８０円であることは［問題］：
して、何十× 代金は何円でしょう。 百×１位数の乗法 分かるが、２×４で計算し
１位数、何百 式は ２０×４ です。 は、１０や１００ ていることに気づかない。
×１位数の乗 のかたまりの数を
法の計算は、 【発】２０は、１０のかたまりをいくつ集めた数？ もとめる１位数× ・どうして２０×４の計算を
１０や１００ ２０×４の計算 ２０×４の計算の １位数の乗法でも ２×４で行うのか意味が分［課題］： ［課題］：
のかたまりの のしかたを考えましょ しかたを１０のかたまり とめられることを からない。
数をもとめる う。 の数をもとめて考えまし 理解し、計算でき
ことで計算で ょう。 る。 ・何十×１位数の計算ができ
きることを理 個人追求 ない。
解し、計算す 【お金を使って考えると】

１ ることができ ・２０は、１０のかたまりが２つある。 ・何百×１位数の計算ができ
る。 ない。

何 【習熟度別】 １０のかたまりが８こある
十 ので８０円 評価方法
、
何 ・操作活動ノート質疑応答, ,
百
の 手だて
か
け 計算で考えると】 ・８０と答えを出すために、【
算 １ ・２０×４は、２×４＝８をして ８０になる。 どのような乗法九九を使っ

・答え８０円 たを確認し、頭の中で２×
【１０のかたまりの数を求めて考えると】 ４を行っていることに気づ
・２０は、１０のかたまりが２こで、 かせる。
２０×４の１０のかたまりの数をもとめると
２×４＝８となり、１０のかたまりが８こで８０ ・お金模型をや１０のかたま
だから２０×４＝８０となる。 りのカードを使って、１０

、集団追求 のかたまりの数に着目させ
。・２０×４＝ ２や８の意味を理解させる

１０が ２ ×４で８こ。１０が８こで８０ ・何十×１位数の計算は、１
０のかたまりの数をもとめ

・２０×４＝８０ る１位数×１位数の九九で
【問】６０×２の計算のしかたを考えましょう。 できることを確認し、乗法
・１０が ×２で こ 九九を言わせながら答えを６ １２

０×２＝ ０ 確認する。６ １２

・何百×１位数の計算は、１［まとめ］：２０×４の計算のしかた
←頭の中で１０の数を計算 ００のかたまりの数をもと１０が ×４で こ２ ８

める１位数×１位数の九九【式】 ０×４＝ ０２ ８

でできることを確認し、乗答え ８０円

法九九を言わせながら答え
・[評価問題] ・[評価問題] を確認する。
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①４０×２ ②３０×３ ①４０×２ ②３０×３
③７０×６ ④５０×４ ③７０×６ ④５０×４
・[発展問題] ・[発展問題]
５００×３の計算のしか ５００×３は
たを考えよう。 が ×３で こ100 ５ １５
・[習熟問題] ００×３＝ ００５ １５

同じように次の計算をしましょう。次の計算をしましょう。
①３００×２②２００×４ ①３００×２②２００×４
③４００×７④６００×５
[自己評価する。]

２位数×１位 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
数で、部分積

、 。にくり上がり １本３２円のえんぴつを３本買います。 ２位数×１位数で ・３０×３＝９０ができない［問題］：

１０ １０

１０ １０

１０ １０

１０ １０

１０ １０ ×４＝



のない乗法の 代金は何円でしょう。 部分積にくり上が
計算は、十の りのない乗法が筆 ・３２が３０＋２と考えられ
位と一の位の 【発】３２×３と２０×４のちがいは？ 算で計算できる。 ない。
数を分けてか ３２×３の計算 ３２×３の計算の［課題］： ［課題］：
け、加えると のしかたを考えましょ しかたを１０のかたまり ・３２×３の計算は３０×３
できることを う。 と１の数を分けて考えま と２×３をたしたものであ
理解し、筆算 しょう。 ることが理解できない。
で計算するこ 個人追求

。とができる。 【お金を使って考えると】 ・３２×３の筆算がかけない
【習熟度別】

・筆算の計算ができない。

評価方法

・操作活動ノート質疑応答, ,

手だて

・前時のノートを振り返り、
２ １位数の乗法九九でできる

・１０のかたまりは、３０×３＝９０ ことを確認する。
・１の数は、 ２×３＝ ６
・９０＋６＝９６ 答え ９６円 ・３２をお金模型をや１０の

、【計算で考えると】 かたまりのカードを使って
・３２は、３０＋２なので １０のかたまりと１を分け
・３２×３は、３０×３と２×３を合わせるとできる。 て提示し、３０と２に分か
・３０×３＝９０で２×３＝６なので合わせて９６ れることを教える。
・答え ９６円

集団追求 ・３２をお金模型をや１０の
３２×３＝９６ かたまりのカードを３組使
答え ９６円 って、１０のかたまりと１

に分け、全部をもとめる式
を考える。

【式】３２×３＝９６ ←ひっ算で計算する。［まとめ］：
（ひっ算のやり方） ・位を揃えて書くことを、位

の数を確認しながら数字を
書いていく練習をする。

・初めに３を一の位の２にか
け、九九の答えを一の位の
ところに書く。次に３を十
の位の３にかけ、九九でも
とめた９を十の位のところ

答え ９６円 に書くことを教え、練習す
る。

・[評価問題] ・[評価問題]
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①１４×２ ②２１×４ ①１４×２ ②２１×４
③２２×３ ④４３×２ ③２２×３ ④４３×２
・[発展問題]
１辺が１２ｃｍの正方形
のまわりの長さは何ｃｍ
でしょう。

[自己評価する。]
２位数×１位 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
数で、部分積

、 。が十の位にく １こ２３円のクリップを４こ買いました。 ２位数×１位数で ・計算の仕方が思いつかない［問題］：
り上がる乗法 全部で何円になるでしょう。 部分積が十の位に
の筆算の仕方 式は ２３×４ です。 乗法が筆算で計算 ・ひっ算がかけない。
を理解し、計 できる。

２ 算することが 【発】３２×３の計算とどこが違うのだろう？ ・くり上がった数が加えられ
できる。 ２３×４の計算 ない。［課題］： ［課題］：一の位から十の位
【習熟度別】 のしかたを考えましょ ２３×４へくり上がりのある

う。 の計算のしかたを考えま ・筆算の計算が正しくできな∩
しょう。 い。

２ 個人追求
【２３を２０＋３とみて計算すると】 評価方法

け
・ ３×４＝１２ ・操作活動ノート質疑応答, ,

た ・２０×４＝８０
・１２＋８０＝９２ 答え ９２円 手だて
【ひっ算で考えると】∪
・ ２３ ・前時のノートを振り返り、

× × ４ ２３を２０＋３とみて計算
１２ することを教える。

３２×３

→

１０ １０ １０

１０ １０ １０

１０ １０ １０

１１０ １０ １０ １

１１０ １０ １０ １

１１０ １０ １０ １

＋

１ １

１ １

１ １

９０ ６

３０×３ ２×３

３２×３
２×３＝ ６

３０×３＝９０
９６

３ ２

３２ ３２ ３２

× ３ × ３ → × → × → × ３

２×３･･･････６ ６ ９６

３０×３･････９０ 位をたてに 「三二が６」 「三三が９」

９６ そろえて の６を一の の９を十の

かく。 位にかく。 位にかく。



８０∩
３ ９２ 答え ９２円 ・位を揃えて書くことを、位
１ 集団追求 の数を確認しながら数字を

・ 書いていく練習をする。
け

・一の位を計算してくり上が
た った１２の１を十の位のと

２３×４＝９２ 答え ９２円 ころにメモすることを教え
る。∪

【式】２３×４＝９２ ←ひっ算で計算する。［まとめ］：
の （ひっ算のやり方） ・くり上がった数をメモし、

十の位を書くときに、忘れ
計 ず加えることを確認しなが

ら練習させる。
算

答え ９２円

・[評価問題] ・[評価問題]
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①３６×２ ②２９×３ ①３６×２ ②２９×３
・[発展問題]
３年生を１４人ずつに分
けたら５つのはんができ
ました。３年生は、全員
で何人でしょう。
式は１４×５です。

[自己評価する。]
２位数×１位 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
数で、部分積
が十の位と百 ２位数×１位数で ・ひっ算がかけない。［問題］：つぎのかけ算の計算のしかたをかんがえましょう。 、
の位にくり上 ①８２×３ ②３９×４ ③３４×６ 部分積が十の位と
がる乗法の筆 百の位にくり上が ・くり上がった数が加えられ
算の仕方を理 【発】２３×４の計算とどこが違うのだろう？ る乗法が筆算で計 ない。
解し、計算す 百のくらいにく 算できる。［課題］： ［課題］：百のくらいにくり上

３ ることができ り上がるかけ算の計算の ・ひっ算が正しくできない。がるかけ算のひっ算の計算
のしかたを考えましょう。る。 しかたを考えましょう。

【習熟度別】 個人追求 評価方法
【ひっ算で考えると】
① ８２ ８２ ・操作活動ノート質疑応答, ,
× ３ → × ３
６ ２４６ 手だて
２４０
２４６ ・位を揃えて書くことを、位
② ３９ ３９ の数を確認しながら数字を
× ４ → × ４ 書いていく練習をする。
３６ １５６
１２０ ・一の位を計算してくり上が
１５６ った十の位の数を十の位の

、 、４ ③ ３４ ３４ ところにメモし 後で加え
× ６ → × ６ 百の位にくり上がった数を
２４ ２０４ 百の位にメモし、後で加え
１８０ ることを教える。
２０４
集団追求 ・くり上がった数をメモし、
・ 十の位や百の位を書くとき

に、忘れず加えることを確
認しながら練習させる。

２３×４
３×４＝１２

２０×４＝８０
９２

２３ ２３
２３ ２３
× ４ × ４ → × ４ → × ４

３×４･････１２ １２ １２ ９２
２０×４･････８０ ８

９２ 「四三、１２」「四二、８」１たす８は

の２を一の位 の８をくり ９。９を十
にかき、１を げた１にた の位にかく
十の位にくり たす。

上げる。

８２×３
２×３＝ ６

８０×３＝２４０
２４６

３９×４
９×４＝ ３６

３０×４＝１２０
１５６

３４×６
４×６＝ ２４

３０×６＝１８０
２０４

（

本

時

）



［まとめ］：

・[評価問題] ・[評価問題]
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①３２×４ ②６１×５ ①３２×４ ②６１×５
③５８×３ ④３４×７ ③５８×３ ④３４×７
⑤８７×６ ⑥４５×７ ⑤８７×６ ⑥４５×７
・[習熟問題]
次の計算をしましょう。
①２１×６ ②５２×４
③６３×９ ④２４×６
⑤９７×７ ⑥３５×４
⑦１６×８ ⑧５６×９
⑨２９×７ ⑩５４×８

[自己評価する。]
３位数×１位 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
数で、部分積
にくり上がり ３位数×１位数で ・ひっ算がかけない。［問題］：１回まわると３１２ｍのジョギングコースがあります。 、
のない乗法で 部分積にくり上がここを３回走りました。全部で何ｍ走ったでしょう。

も、各位の数 りのない乗法が筆 ・ひっ算が正しくできない。
に分けてかけ 【発】１０００ｍより長いだろうか？ 算で計算できる。、
加えることに 見当：３００×３＝９００ 評価方法
よって計算で ３１２×３の計 ３１２×３を３１［課題］： ［課題］：
きることを理 算のしかたを考えましょ ２を百のくらい、十のく ・操作活動ノート質疑応答, ,
解し、筆算で う。 らい、一のくらいの数に
計算すること 分けて計算しましょう。 手だて
ができる。 個人追求
【習熟度別】 【３１２を３００＋１０＋２として考えると】 ・位を揃えて書くことを、位

・３００×３＝９００ の数を確認しながら数字を
１０×３＝ ３０ 書いていく練習をする。
２×３＝ ６

、 、・９００＋３０＋２＝９３２ 答え ９３２ｍ ・かける数を一の位 十の位
百の位へと順にかけ、答え

・ を順に書いていく。

５
集団追求
・３けた×１けたのかけ算もひっ算でできる。
３１２
× ３
９３６

［まとめ］：

・[評価問題] ・[評価問題]
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①２３１×３ ①２３１×３
②２１２×４ ②２１２×４
③２４４×２ ③２４４×２
④３２０×３ ④３２０×３
・[習熟問題]
次の計算をしましょう。
①３２３×３
②４３１×２

８２ ８２
８２

× ３ → × ３ → × ３
６ ２４６ ２４６

３９ ３９
３９

× ４ → × ４ → × ４
３６ ３６ １５６

１２
「四九、３６」 「四三、１２」３たす１２
の６を一の位 の１２をくり は１５。５
にかき、３を 上げた３にた を十の位に
十の位にくり す。 １を百の位
上げる。 にかく。

３４

× ６
２０４

２×３＝ ６

３１２×３ １０×３＝ ３０ ９３６

３００×３＝９００

３１２ ３１２ ３１２
３１２

× ３ → × ３ → × ３ → × ３
６ ３６ ９３６ ９３６



③１２２×４
④２４２×２

[自己評価する。]
３位数×１位 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
数で、部分積
にくり上がり つぎのかけ算をひっ算で計算しましょう。 ３位数×１位数で ・ひっ算がかけない。［問題］： 、
のある乗法や ①８７３×４ ②４０５×９ ③３４０×５ 部分積にくり上が
被乗数に空位 りがある場合や被 ・ひっ算が正しくできない。
のある乗法で 【発】３１２×３とどこがちがうのだろうか？ 乗数に空位のある
も、各位の数 くり上がりのあ 十の位、百の位、 乗法を筆算で計算 評価方法［課題］： ［課題］：

、 （ ） （ ） 。に分けてかけ る ３けた × １けた 千の位にくり上がる数を することができる
３ 加えることに のかけ算の計算のしかた 考えて （３けた）×（１ ・操作活動ノート質疑応答、 , ,

） 。よって計算で を考えましょう。 けた のひっ算をしよう
きることを理 個人追求 手だて
解し、筆算で 【①８７３×４】∩
計算すること ・位を揃えて書くことを、位

３ ができる。 の数を確認しながら数字を
【習熟度別】 書いていく練習をする。

け
、 、【②４０５×９】 ・かける数を一の位 十の位

た 百の位へと順にかけ、答え
を順に書いていく。

∪

× ６ 【③３４０×５】

∩

１

け 集団追求
・ひっ算で考える。

た ８７３ ４０５ ３４０
× ４ × ９ × ５
８４９２ ３６４５ １７００∪

［まとめ］：の

計

算

・[評価問題] ・[評価問題]
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①３５１×７ ①３５１×７
②７７９×４ ②７７９×４
③５５７×９ ③５５７×９
④３０８×７ ④３０８×７
⑤８４０×５ ⑤８４０×５
・[習熟問題]
次の計算をしましょう。
①３２５×３
②２６６×８
③３３４×３
④６０４×５
⑤７５０×４
[自己評価する。]

具体的な問題 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相
場面で自ら被

。乗数を決め、 あきらさんたちは、１人 円ずつ出し合っ ３位数×１位数や ・ の数が決められない［問題］：
立式し、問題 て、４人で花たばを買いました。 ４位数×１位数の
を解決する活 花たばは何円だったでしょう。 乗法が筆算ででき ・立式できない。
動を通して、 る。
乗法について 【発】 には、どんな数が入りそうですか。 ・筆算で計算できない。
いろいろな計

３×４＝ １２

８７３×４ ７０×４＝ ２８０ ３４９２

８００×４＝３２００

５×９＝ ４５

４０５×９ ３６４５

４００×９＝３６００

４０×５＝ ２００

３４０×５ １７００

３００×５＝１５００

８７３ ８７３ ８７３

８７３
× ４ → × ４ → × ４ → × ４
１２ ２９２ ２９２ ３４９２

３２

４０５ ４０５

４０５

× ９ → × ９ → × ９

４５ ３６４５ ３６４５

３４０ ３４０
３４０

× ５ → × ５ → × ５
２００ ２００ １７００

１５



算が筆算でで に２けたの に２けたの数 評価方法［課題］： ［課題］：
きるようにす 数や３けたの数そして３ や３けたの数を入れて問
る。 けたよりも大きい数を入 題を作り、花たばのねだ ・操作活動ノート質疑応答, ,
【習熟度別】 れて問題を作り、花たば んをもとめよう。

のねだんをもとめよう。 手だて
個人追求
【式】 ×４＝ 答え 円 ・初めに３桁の数で自由に決

めることを確認し、３桁の
数を言わせ、書く。

× ４ × ４
・出したお金 円と人数
４人を教え、全体をもとめ

集団追求 る式を考えさせる。
・一人一人の問題と答えの求め方を交流する。 その後、 ×４を教え

７ る。
。［まとめ］：４けた×１けたのかけ算も同じようにできる

、・前時までの学習を振り返り
筆算の計算のしかたを確認

× ４ する。
次に、１の位から順にかけ
ていき、くり上がった数を

・[評価問題] ・[評価問題] 加えていくことを教える。
次の計算をしましょう。 次の計算をしましょう。
①１３５８×４ ①１３５８×４
・[発展問題]
いろいろなわり算の問題
を作って、答えをもとめ
ましょう。
[自己評価する。]

乗法を用いる どんどんコース じっくりコース 数学的な考え方 つまずきの様相
具体的な場面
を考察し、数 つぎのにも、にもあうことばの式 乗法を用いる場合 ・２つの具体的な場面の立式［問題］： ! "
量関係をこと をつくりましょう のことばの式を考 ができない。。
ばの式で表す え、一般的なこと
活動を通して ばの式にまとめる ・式とことばの式の関係が分、
乗法を用いる ことができる。 からない。
場合の一般的

、なことばの式 ・一般的なことば式をもとに
をまとめるこ 乗法の場面の立式ができな
とができる。 い。
【習熟度別】 【発】 を式に表しましょう。!"

６２×４＝２４ ６２×４＝２４ 評価方法［課題］： ［課題］：! !
８、 １５×３＝４５に ８、 １５×３＝４５のそ" "
あうことばの式を考えよ れぞれのことばの式を考 ・操作活動ノート質疑応答, ,
う。 え、同じところを見つけ

よう。 手だて
個人追求
・ １このねだん × 買う数 ＝ 代 金 ・６２円、４こ、２４８円の!
・ １つ分のかさ × 本 数 ＝ 全体のかさ ３つの数量の意味を言葉で"

言い、３つの数量の関係を
・とのことばの式を１つにまとめる。 いっしょに確認する。! "
１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ

・式の数量を見ながら、３つ
、集団追求 の数量の意味を言葉で言い

・ ６ ２ × ４ ＝ ２４８ ことばの式に作り替えてい
１このねだん × 買う数 ＝ 代 金 く。
↓ ↓ ↓

１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ ・まとめのことばの式を見な
がら、１つ分の大きさ、い

・ １ ５ × ３ ＝ ４５ くつ分、全体の大きさにあ
１つ分のかさ × 本 数 ＝ 全体のかさ てはまる数量を探させ、当

８ ↓ ↓ ↓ てはめた式を作らせる。
１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ

［まとめ］：
１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ
↓ ↓ ↓
６２ × ４ ＝ ２４８
１５ × ３ ＝ ４５

・[評価問題] ・[評価問題]
テープを１８ｍずつ５人 テープを１８ｍずつ５人
にくばります 「１つ分 にくばります 「１つ分。 。
の大きさ と いくつ分 の大きさ」と「いくつ分」」 「 」
を表す数を考えて式をか を表す数を考えて式をか
き、テープは全部で何ｍ き、テープは全部で何ｍ

! １こ６２円の消しゴム４こ

買うと、代金は２４８円です。

" １本に１５�ずつはいっている

ジュースは３本で４５�です。



いるかをもとめましょう いるかをもとめましょう。。
・[ 習熟問題]
①１９×３ ②３７×２
③１５×６ ④６３×３

４ ⑤８４×２ ⑥８０×４
⑦５６×４ ⑧３４×３
⑨５６×６ ⑩３２１×３
⑪３７４×２ ⑧４５６×７こ

と [自己評価する。]
具体的な乗法 どんどんコース じっくりコース 表現・処理 つまずきの様相

ば の場面のこと
ばの式や図を バスが３台あります。１台に４５人ずつのれま 乗法の場面をこと ・ことばの式が分からない。［問題］：

の 考える活動を す。全部で何人のれるでしょう。 ばの式や図に表す
通して、こと ことばの式や図を使って考えましょう。 ことができ、それ ・図がかけない。

式 ばの式や図を らを元に立式し、
元に立式し、 【発】どのようなことばの式や図が使えるだろうか？ 解決することがで ・立式できない。
問題を解決す ことばの式や図 ことばの式やテー きる。［課題］： ［課題］：
ることができ をつかって、全部の人数 プ図をつかって、全部の 評価方法
るようにする をもとめる式をつくり、 人数をもとめる式をつく。
【習熟度別】 何人のれるかもとめよ り、何人のれるかもとめ ・操作活動ノート質疑応答, ,

う。 よう。
個人追求 手だて
・ことばの式で考える
１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ ・前時のノートのまとめを見
↓ ↓ ↓ させ、確認させる。
４５ × ３ ＝ １３５

・テープ図で考える ・今までに学習したブロック
、図やテープ図などを見させ

選択させる。

・３つの数の数量関係を図又
、はことばの式からつかませ

当てはめさせる。
集団追求
・４５×３＝１３５ 答え １３５人

９
［まとめ］：

１つ分の大きさ × いくつ分 ＝ 全体の大きさ
↓ ↓ ↓
４５ × ３ ＝ １３５

答え １３５人

・[評価問題] ・[評価問題]
トランプを４人にくばっ トランプを４人にくばっ
たら、ちょうど１３枚ず たら、ちょうど１３枚ず
つになりました 「１つ つになりました 「１つ。 。
分の大きさ」と「いくつ 分の大きさ」と「いくつ
分」を表す数を考えて式 分」を表す数を考えて式
をかき、はじめのトラン をかき、はじめのトラン
プが何まいあったかもと プが何まいあったかもと
めましょう。 めましょう。
・[ 習熟問題]
計算ドリルの問題を行う

[自己評価する。]
単元の練習を ・教科書Ｐ．２５の「れんしゅう」をする。 関心・態度 つまずきの様相

。する。 分からないことは なかなか問題に取り組めない
【習熟度別】 ・計算プリント 自ら質問し、進ん 評価 ・ノート記入の態度10

，５ で問題に取り組む 手だて ・同様な児童を集め
ことができる。 見届けながら問題

ま に取り組ませる。
と 単元の復習を ・教科書Ｐ．２６の「まとめよう」をする。 関心・態度 つまずきの様相

。め する。 分からないことは なかなか問題に取り組めない
【習熟度別】 ・文章問題プリント 自ら質問し、進ん 評価 ・ノート記入の態度11

，で問題に取り組む 手だて ・同様な児童を集め
ことができる。 見届けながら問題

に取り組ませる。

４５人
人

１ ２ ３ （台）０

４５人
人

１ ２ ３ （台）０

１つ分の大きさ
全体の大きさ


